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ギ ・塁柄サービスエリア周辺地区開発道路建設事業に関する協定書

合同会社ふじのくに小山土地建物 (以下「甲」
‐
きいう。)_と手駿東郡小山町 (以下「乙 |

という。)と は、'足柄サービスエリア周辺地区開発道路建設事業 (以下「事業_|と いう。)

について、次のとおり協定を締結する。            =

(総則)

第1条 甲は、事業の実施を乙に委話し、乙はこれを受話するb

2 乙は、乙の定める諸規定により、事業を実施する。

(事業の内容)・
               ・―‐

t‐     ‐           ~      ´        摯     :^

第 2条 事業の内容は、男f添位置図に示す足柄サごビスゴフア周辺地区開発道路の道

路改良舗装工事に係る業務とする。            1

(負担金の範囲及び金額)・
                 ・

'

第 3条 甲は、事業に係る委託費、工事費負担金、その他事業費及びこれらに係る事

務費 (以下これらを 1負担金」という。)を負担する。 ,       ‐

2 前項の規定による負担金の算定方法は、甲、乙が誠実に協議の L、 決定する。

3 乙は、事業の遂行に際し第二者との間で業務委託又は工事請負の合意を行う場合、

事前に甲の承諾を得るものとする。

(負担金の支払い方法)● _rt.     __ .・

第4条 乙は、別に定める年度毎ρ契約に基づき、甲に負担金の支払を請求でき.る 9

(解除)                ―

第 5条 天災地変その他これに類する事由、足柄サービスエリア周辺地区開発事業 (以

下「本開発事業」という。)のために必要な全ての開発許可 (以下「本開発許可」と

いう。)が取得できなかったことその他の事由により本開発事業の遂行が著しく困難

になった場合、甲は、この協定を解除することができる。

(負担金の清算)

第 6条 期間の満了、解除、合意による解約その他理由の如何を問わずこの協定が終
‐
了した場合、乙は受領した負担金から実際に事業のために支出した額を控除した金

額を、その根拠を示した上で、無利息にて甲に返還する。
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t― (行事上の処理)

第 7条 事業の実施に必要な行政上の手続及び協議は、原則として乙が行うものとし、

甲はこれに協力する。        ~‐
・   ・‐1

.(苦情等の処理)                          「

第 8条 事業の実施に伴う第二者からの苦情等の処理は、原則として乙が行うものと

し、甲はこれに協力する。

(協定の変更)

第 9条 この協定の内容を変更する必要が生じたときは、甲乙協議して変更する。 .

(報告)

第 10条 甲は必要があるときは、事業の執行状況につしヽて乙に報告を求めることがで

・ きる。
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・(協定の期間)                        ..

第 11条 この協定の期間は、協定締結の日から事業完了の日までとする。
・
(その他)

第 12条 ぎ.の協定に定めの。ない事項又は疑義が生じた場合には、必要に応じて甲乙協
議して定める。

・ (条文以上)            .
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こゐ協定め証として、本書2通を作成し、甲乙爾己名押印の上、各自1通を保有する。

平成 29年 12月 4日

・●

甲  所 在 地 東京都千代田区丸の内三丁目1番 1号

東京共同会計事務所内

合同会社ふじのくに小山土地建物名  .称

代表者氏名 般社団法人ふ じのくに小山ホール代表社員 一
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職務執行者
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